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看護学生の対話場面における発言内容の検討
- ロールプレイング場面の分析を通して-
小 野 ツルコ ･川 島 和 代
A StudyonMeaningoftheSpeechsNursingStudent'suseinCommunication
- AnalysisofCommunicationinRoleplayingExersice-
ThurukoONO,KazukoKAWASHIMA
Roleplayingofpatient-nurserelationshipdonebynursingstudentinordertopractisecommunication
skils.
Althelinesspokenbystudentsplayingasnursesinseventy-threesceneswereanalysedandclassified
bySnyder'scategories.
Theresultsobtaindwereasfolows;
1)Averagetimerequiredtoforonescenewas6minutes35seconds,andthespeechsbythestudents
average21.5timeforthistime.
2)Leadtakingcategoriseoccupied51,9%oftotallinsespoken,directivecounselingcategorise19.5%
andnondirectiveresponcetofeelingcategories17,40/..Seventy-nine%ofleadtakingcategories
werespecifictypequestion,
3)Whenspeechsbetweenapatientandnurseprogressedwel,techniqueofrestatementofcontentor
problemwasfrequentlyused,comparedtopoorlyprogressedspech,
4)Itwasconcludedthattheroleplayingmethodiseffectiveforstudents'leamingcommunication
skils.
KeyWords:CommunicationSkils,RoleplayingExersice,Patient-nurseRelationship,
Snyder'scategories,NursingStudent
は じ め に
看護は看護婦と患者の関係が基調となって行わ
れる援助活動であり,看護婦の対話能力が,看護
の内容を決める要素として重要である｡平成元年
3月保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則の一
部が改正され教育課程が大幅に改訂されたが,看
護婦学校養成所の基礎看護技術の中に,新しくコ
ミュニケーションの基礎,カウンセリングの基礎
が教科内容としてあげられている｡これは看護の
基礎技術として対人関係能力の学習が重視されて
いることを意味し,従来にも増して看護婦の対話
岡山大学医療技術短期大学部
内灘温泉病院(石川県)
能力の必要性が求められていると言えよう｡しか
し,これら対人関係能力 ･対話能力の学習は知的
な学習だけでは不十分であり,学習方法の工夫が
必要であるo筆者は前任の学校でコミュニケーシ
ョン技術の学内実習として,ロールプレイングを
とりいれた演習を試みたO演習は患者および看護
婦の両方の立場に身をおいてみるという体験をす
ること,また自分の看護婦としての対話の仕方を
自ら検討するという目的で行ったものであり,学
生同志で患者一看護婦の役割演技を実施し,その
対話内容を轟音して逐語記鼻をもとにグループ討
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議を行った｡
その結果,対人関係における学生自身のあり方
や,対話関係における言葉の影響力について問題
意識を喚起した｡また演習後の感想文から一方的
な講義とは異なった学習で,興味をもって意欲的
に参加したことが読み取れた｡今回は基礎看護教
育課程における対人関係能力を育成するための,
学習方法を検討する基礎資料にする目的で,この
学内実習で行った患者一看護婦関係における看護
婦役学生の発言内容を分析検討した｡
対 象 と 方 法
対象はK大学医療技術短期大学部看護学科2年
次生(昭和61年度入学生)76名に対して,成人看護
実習1の学内技術演習14項目の1つとして行われ
たコミュニケーション技循演習のロールプレイ場
面76場面中73場面である｡
表 1 研究の対象とした授業
1.授業科目:成人看護学実習1 (学内実習)
(コミュニケーション技術演習)
2.授業時期 :2年次 後期10月-12月
3.授業時間 :9時間 (2匝け
4.授業方法 :
1)76人の学生を18-20人ずつ4グループに分けて
行う｡
2)患者一看護学生の対話場面を設定し,ロールプ
レイを行い,テープレコーダーに録音する0
3)学生は患者の立場,看護婦の立場の両方を体験
する｡
4)患者役としては総合実習で受け持った患者をモ
デルとする｡
5)看護婦役をした対話場面のプロセスレコー ドお
よび遂語録をとる｡
6)各グループ1-2例の対話場面を取 り上げてグ
ループ討議を行う｡
学内技術演習は,他の演習項目とローテーショ
ンして運営されており,授業方法は表 1の通りで
1グルー702人の教官が担当した｡学生は2人で
ペアを組み,看護婦役は学生が地で演じたが,忠
者役は2年次前期の総合実習で受け持った患者を
モデルとした｡ロールプレイングを行う前に患者
役の学生が自分がどんな患者であるか,全体像の
あらましを説明し,看護婦役を演ずる学生がどう
いう目的の場面にするか対話場面を設定した｡教
官はロールプレイングの開始を指示し,場面の成
りゆきを見守ってストップをかけた｡ロールプレ
イングは他の学生がみている前で演じ,一つの場
面が終了すると次のペアが出てきて同じ手順で順
番に行った｡ロールプレイング場面はテープレコ
ーダーに録音し,授業後学生は自分が看護婦役を
した場面の逐語記録をとった｡
研究方法は学生が記録した各場面の逐語記轟を
みながらテープをくりかえし聴いて,看護婦ロー
ルの学生の発言内容を1発言単位毎に表2のスナ
イダーのカウンセラー範噂 1)を用いて分類したo
l場面とは,教官の合図で対話を始めてから終わ
りまでをいう｡
表2 発言分析の区分
(Snyder,W.U.のカウンセラー 範噂の定義より)
リー ドをとるもの Ⅳ.指示的技術
場面構成 1)是認と激励
話題の選択と展開の強制 2)情報提供
質問
非指示的 リー ド
Ⅰ.半指示的技術
1)簡単な受容
2)内容又は問題のくりかえし
3)感情の明確化
nt.半指示的技術
1)解釈
3)行動の提示
4)説得
5)否認及び批評
6)再保証
Ⅴ.周辺的技術
1)面接の終結
2)関係の終結
3)社交的会話
4)分類できないもの
結 果
1)モデルとした患者の概況
学生が患者ロールのモデルとした患者は表3･
4の通りで,性別では女性 (63.6%)が多く,午
齢別では30オ代から60オ代までの壮年層が80%近
くを占めている｡健康障害の種類は各系統にわた
っており,悪性 リンパ腫 ･肝臓ガン等悪性腫癌の
患者36人,慢性腎不全 ･糖尿病等慢性疾患患者32
人,その他精密検査目的等の患者5人であった｡
看護婦ロールの学生が設定した対話場面は,患者
の訴えを聴くことを目的としたものがほとんどで,
患者の訴えは｢手術後食事をするのがこわい｣｢治
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寮が始まって食事が食べられなくなった｣等食事
に関する訴えや,｢お腹が張って苦しい｣｢痛 くて
つらい｣｢下痢がひどい｣など症状からくる苦痛の
訴え,｢薬の副作用がひどい｣,｢手術するのが心配｣
等治療に対する不安,｢早 く退院したい｣｢退院し
ても大丈夫か｣など,学生が実習中に患者に訴え
られて,応答に困ったと思われる場面が多かった｡
表3 患者ロールの概要 (性 ･年齢)
年令区分 男 女 計
29才以下 4人 3人 7人
30-49才 9 12 21
50-69才 ll 25 36
70才以上 3 6 9
表4 患者ロールの概要 (疾患分類)
系統別分類 人数 系統別分類 人数
呼吸器疾患 5人 脳神経疾患 3人
循環器疾患 8 眼.耳鼻疾患 13
消化器疾患 17 皮膚疾患 4
性器泌尿器疾患 8 その他の疾患 ll
2)看護婦役の学生の発言傾向
ロールプレイング場面の終了は教官が指示 した
が,自然に対話が終わった場合 と,対話が続かな
くなって終わった場合がある｡対話場面は対話が
すすむにつれて患者の訴えが明確になっていくも
のと,患者の話が堂々め ぐりしたり,続かなくな
っているものがあった｡対話場面の分析にあたっ
てこの対話の発展の有無別に検討した｡対話分析
した73場面中,対話の発展していた場面は36場面
(49.3%)であり,発展のみられなかったものは
37場面 (50.7%)であった｡73場面の 1場面の平
均所要時間は6分35秒 (± 1分23秒)であり,対
話の発展のしている場面は6分48秒,発展のみら
れないものは6分21秒であった｡また73場面の看
護婦ロールの学生の稔発言数は1,567で,1場面あ
たりの平均発言回数は21.5回 (±6.7回)であり,
対話の発展のあったものは22.7回,そうでないも
のは20.3回であった｡
これらの発言内容をスナイダーの範噂を用いて
分類 した｡これは大段が2)看護婦一患者関係の面
接場面の分析用具 として用いているものである｡
発言総数の内容は表5の通 りであり,患者の話す
べき事柄を指示する発言を意味する 『リー ドをと
るもの』が51.9% と最も多く,ついで患者のとる
べき行動を指示 したり考えを変えようとする 『指
示的技術』が19.5%,患者との話し合いを促す技
術 として解釈や忠告,批評を与えない,患者の述
べた感情を言い直そうとする発言『非指示的技術』
が17.4%であった｡
表5 看護婦役の範噂別の発言数
範 噂 稔数(%) 対話の発展有 対話の発展無
リー ドをとるもの 812(51.9) 420(49.8) 392(.54.2)
非指示的技術 273(17.4) 197(23.3) 76(10.5)
半指示的技術 13(0.8) 10(1.2) 3(0_4)
指示的技術 306(19.5) 153(18.1) 153(21.2)
周辺的技術 163(10.4) 64(7.6) 99(13.7)
さらに 『リー ドをとるもの』の範噂の内訳をみ
ると表 6の通 りで,事実的な返答を要求するよう
なむき出しの直接的質問や,言い直したり,疑問
を確かめるような間接的質問も含めて,｢質問｣が
79.2% と多かった｡
表6 『リー ドをとるもの』の内訳
区 分 発言数(%)対話の発展有 対話の発展無
話題の遥駅と諸君の強制 30(3.7) 13(3.1) 17(4.3)
質 問 643(79.2) 323(76.9) 320(81.6)
非緒示的リ-ド 139(17.1) 84(20.0) 55(14.1)
稔 数 812(100.0) 420(100.0) 392(100.0)
表7 『非指示的技術』の内訳
区 分 発言数(%)対話の発展有 対話の発展無
簡単な受容(あいづち) 134(49.1) 95(48.2) 39(51.3)
内容又は問題のくりかえし 130(47.6) 93(47_2) 37(48.7)
感情の明確化 9(3.3) 9(4.6) 0( 0)
患者の話を促す技術 『非指示的技術』の内訳は
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表7の通りで,｢はい｣･｢そうですね｣など簡単な
受容 (49.1%)と,患者が言ったことを繰り返し
て発言する｢内容又は問題のくりかえし｣(47.6%)
が96.7%であった｡
対話の発展のあった群となかった群にわけて発
言内容をみると,表5∇)通りで対話の発展のあっ
た群はなかった群に比して,『非指示的技術』の使
用が多く,『リー ドをとるもの』,『指示的技術』,
『周辺的技術』が少なく, ∬2検定で有意差がみら
れた(P<0.01%)｡さらに『非指示的技術』の｢内
容または問題のくりかえし｣発言の有無について
みると,対話の発展している場面36場面中32場面
は ｢内容又は問題のくりかえし｣を1回以上使用
していたが,発展のない場面では37場面中16場面
は使用しておらず,これもx2検定で有意差がみら
れた (p-0.05≧0.01)｡
考 察
1)演習方法としてのロールプレイング
ロールプレイング (役割演技)はロールプレイ
とも言われ,教育 ･産業 ･治療 ･矯正など多方面
で活用されている3)｡看護教育にもさまざまな形
で導入されており,人間理解,自己理解のため
に4),看護チームについて多職種との連携の仕方
を体験的に理解する手段として5),また学生が意
欲的にカンファレンスに参加できるようにするた
めに,事例の口頭発表にかわるものとして5)など
の報告がある｡いずれもロールプレイングの限界
を指摘しながらもそれを越える効果があり,学習
方法としての有用性が述べられている｡
筆者はロールプレイングを患者の立場を体験し,
看護婦としての望ましいコミュニケーションのあ
り方を学習する方法として利用した｡ロールプレ
イング場面は実在の患者をモデルにして出発する
が,脚本があるわけではなく,役割をお互いに演
じあう2人の自発性,創造性に基づいてつくられ
るものである｡つくりものの場面であり,周囲の
目を意識して演じるので,本当の対話関係ではな
いという意見もあるが,他人の目を意識して装う
反面,限界状況に立たされることによって,本来
の姿が反映されるのではないかと思われる｡ある
意味では厳しい学習場面になるかも知れないので,
用い方の工夫や配慮が必要であり,対人関係の学
習方法として有効であると考えられる｡
2)看護婦としての学生の対話の傾向
看護婦役の学生の発言範噂の使われ方の多い順
番は 『リー ドをとるもの』,『措示的技術』,『非才旨
示的技術』であり,さらに 『リー ドをとるもの』
の中でも ｢質問｣が多かった｡これは筆者らの過
去の結果7)とも一致しており,この傾向は看護学
生の発達過程から考えて一般的と思われる｡20才
前後の学生の対話のしかたとして,質問して相手
に答えてもらうという形が当然だとしても,患者
-看護婦関係においてはそれだけでは不十分であ
ろう｡対話場面は,日常的な会話から深刻な悩み
の相談場面まで様々なレベルがあり,対話関係そ
のものが看護として重要な場面もある｡
学生が質問で対話場面をすすめること,そのこ
と自体は問題ではないが,患者の訴えを聴 くとい
う目的で対話がなされる場合,質問することが患
者にどのような影響を与えるか,理解しておく必
要があるO即ち,質問して答えてもらう対話は看
護婦側が中心となり,患者の訴える内容が限定さ
れてしまうということになる｡つまり患者が自由
に発言することを妨げてしまい,患者の訴えの本
意を理解出来ないことになる｡患者の欲求に基づ
いて始まった対話場面であっても,質問という形
で話がすすむと,患者は受け身になってしまい,
患者の気持ちは表出され難いと思われる｡
今回の分析で 『非指示的技術』の範噂の使用が
多い対話場面は,患者の話の内容が発展していた｡
また ｢くりかえし｣の発言の使用も多かった｡こ
のことは学生間のロールプレイング場面において
も 『非指示的技術』は対話関係を促進させており,
有効性を裏付けている｡また対話関係において最
も求められる ｢感情の明確化｣はわずかにみられ
たに過ぎないが,今後コミュニケーション技術,
対人技術として 『非婚示的技術』の意識的な訓練
によって学習可能ではないかと考えられる｡
3)看護学生の対話能力の育成
看護教育においてコミュニケーション技術の重
要性,カウンセリング的人間関係の形成能力の必
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要性が強調されているが,基礎教育課程において ングは,活用の仕方によって期待が持てる方法で
対人関係能力,対話能力の学習目的をどのレベル あると考えられる｡
に設定したらいいのか,共通の認識はできていな
いように思われる｡それぞれの学校や担当教官の ま と め
裁量で多様な取り組みがされているが,何をどの コミュニケーション技術の演習として行ったロ
ように教授すればよいのであろうか｡ -ルプレイング場面73場面の発言分析して以下の
大段は ｢人間相手の援助｣をテーマに昭和40年
以来看護人間学教室を各地で開き,ロールプレイ
ングを中心にした学習方法を行っているが,看護
職者の援助方法は ｢お説教｣タイプ,｢支持激励｣
タイプが多いことを指摘している9)oまた金沢看
護人間学教室参加者の発言分析8)では,『指示的技
術』が43.3%と多く,これらのことから,看護婦
としての経験が積み重ねられると,対話は看護婦
中心の傾向が強まっていることが伺える｡以上の
ことは,看護婦の対話技術は経験によって身につ
くものではなく,むしろ看護婦としてのステレオ
タイプに染まり,人間関係能力は低下するのでは
ないかとさえ思われる｡
これらを改善するために看護婦の卒後教育のプ
ログラムに,人間関係能力に関するものが取り入
れられている｡看護婦自身のあり方,自己理解や
他者理解の再発見の場として感受性 トレーニング,
エンカウンターグループ,看護人間学教室等が行
われているOロールプレイを中心とした人間関係
トレーニングを導入し,人間関係 トレーニングを
受けた看護婦は,受けない看護婦に比較して "敬
育 ･情緒面"のかかわりにおいて 『非指示技術』
の発言が多くみられたという報告10)もあるが,対
人関係能力の学習は,体験学習が有効であるとい
うことを示唆している｡
即ち,患者一看護婦の対話は日常的な会話手段
であると共に,援助的人間関係を形成する基本で
もある｡対話場面における言葉は単に言葉だけの
問題ではなく,看護婦の人間性,看護婦の態度に
裏打ちされて意味があるものであり,対人関係能
力として,単に言葉の訓練だけが課題ではない｡
むしろ青年期にある学生が,自己自身に目を向け,
看護職者として人間的な成長ができるような体験
学習が必要であり,その方法としてロールプレイ
ような結論を得た｡
1)看護婦役の学生の発言範噂は 『リー ドをとる
もの』51.9%,『指示的技術』19.5%,『非支
持的技術』17.4%であった｡
2)『リー ドをとるもの』の内訳は直接･間接の｢質
問｣が79.2%であった｡
3)対話の発展しているもの36場面,および対話
の発展のないもの37場面の発言範噂を比較す
ると,対話の発展しているものは 『非指示的
技術』の使用の割合が高かった｡
4)また,対話の発展している場面は ｢問題また
は内容のくりかえし｣の発言が多かった｡
引 用 文 献
1)伊東 博 :カウンセリングの基礎,誠信書房,東京,
118-154,1960
2)大段智亮 :面接の技法,メジカルフレンド社,東京,
125-133,1978
3)杉渓一言 :職場のカウンセリング,誠信書房,東京,
157-271.1977
4)千田好子 :ロールプレイング応用による看護基礎教育
への効果,看護教育,29:298-302,1988
5)未木節子 :生き生きとしたカンファレンスをめざして,
看護教育,29:684-686,1988
6)石井八重子 :ロールプレイを通して看護チームの役割
を知る,看護教育,31:242-247 1990
7)小野ツルコ,川島和代 :看護学生の相互交渉場面にお
ける発言内容の検討-ロールプレイの逐語録の分析を
とおして-,日本看護研究学会誌,ll(1･2):9ト92.
1988
8)小野ツルコ,川島和代,稲垣美智子,鈴木能富子,平
林可寿子,金曽政子 :患者一看護婦対話場面における
看護婦の発言内容の特徴,第20回日本看護学全集壕看
護絵合,25-28.1989
9)大段智亮 :なぜ看護婦に 『カウンセリングの基礎』の
学習が必要か-その2,こころの看護,2:48-63.1991
10)木下幸子 :看護婦の望ましい態度形成についての考察
一患者-看護婦関係における発言と態度の分析から-,
捻合看護,24(4):91-107,1989
(1991年11月11日受理)
-109-
